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レッサーパンダ続報 

秋になり、だんだん日が短くなってきました。日が短くなると、発情してオスがメスを求め始める動物た

ちがいます。マーコールやホンシュウジカは、オス同士が角をぶつけ合い、力比べをします。ホンシュウジ

カは飼育スペース内でそれが起こると大変危険なため、毎年角を切っていますが、それでも気が荒くなり、

激しく頭突きをしてきます。アカリスやプレーリードッグもこの季節に発情、交尾します。出産・子育てが

暖かい春から夏になるように、うまく妊娠するのですが、ラマは長い妊娠期間の後、次の冬に出産します。 

発情期は普段とは異なる行動を見せることがあります。そして「恋の季節」といっても、ロマンチックで

優しいものではなく、動物がピリピリ緊張しており、飼育員が巻き込まれないよう最も気をつけなければな

らない時期でもあります。 

ケープハイラックスのオタフクです。 
お盆も過ぎるころ、６月１６日に生まれたレ

ッサーパンダの赤ちゃんは巣箱からようやく

姿がちらりと見えたのですが、このときはじ

めて双子であることが判明しました。職員一

同びっくりです。その後の身体検査で、♂・

♀の双子ということが分かりました。現在、

２頭ですもうをとったり、くっついて寝たり、

時々アンに何かを叱られていたり、重力に逆

らいながら部屋中を動き回ったり、すくすく

成長中です。 

恋の秋です。 

長らく１頭で過ごしていたケープハイラックスの♂エ

ルモのもとに、お嫁さんが広島市安佐動物公園からやっ

てきました。群れの中で揉まれて育ち、広島名物お好み

焼きを思い出すオタフクという愛称の彼女と、ヒトの手

で育てられたため最初はなかなかうまく接することが

できなかったエルモ。最近ようやく２頭の仲が落ち着き

ました。今後も見守っていきます。 



獣医の日記

★動物たちの主な移動（平成２７年８月１日～平成２７年１０月３１日）★ 
エリマキキツネザル（♂１死亡）、インドクジャク（♂1死亡）、マーコール（♂2死亡）、ヤギ（♂１♀４搬入）、コモンマ
ーモセット（♂１交換）

ヤギ 
哺乳綱 偶蹄目 ウシ科 

★ピックアップ動物★

年賀状コンクールのお知らせ 

動物園の動物たちへの年賀状を募集します。 

・募集期間：平成２８年１月１日（金）～１月８日（金）必着 

・いただいた年賀状は平成２８年１月１６日～１月２４日まで事務所前に

掲示します。 

・詳しくは市政だより、ホームページ等をご覧ください。 

埼玉県こども動物自然公園から、５頭のヤギが

新しく仲間入りしました。オスのタンゴ、メスの

アニー・ライ・モナカ・ユベシです。古株のつく

しとも皆すぐに仲良くなりました。家畜種である

ため、ヒトに慣れやすく、性格も穏やかです。動

物公園には野生ヤギのマーコールもいますが、外

見、人間との距離、運動能力など、よく観察する

と似ているところ、逆に異なるところなどが見え

てくるはずです！ 

基本的に粗食で、繊維質の

豊富な牧草を中心に食べま

す。栄養価の高い草や餌を多

く食べると、体調不良になる

こともあります。そして、紙

は食べません。 

動物園は生きた動物を見せるところ、

ということは間違っていないのですが、

それだけではありません。お客さんから

見えないところで飼育している動物も

います。理由は色々あるのですが、ブラ

ウンキツネザルのマロの場合は、年を取

って弱ってしまったことです。 

マロはもうすぐ３０歳。私がこの動物園に来た５年前にはもう動

物病院の片隅で暮らしていた古株です。人間でいえば９０歳は下ら

ないと思われます。野生において弱った動物は群れから追い出さな

ければ群れ全体が危険にさらされるため、マロも群れの中で暮らし

ていくことができなくなりました。もうほとんど目が見えず、食欲

も落ちて、好きなものをほんのちょっと食べるだけ。老いることは

病気ではないので、それによって出てくる不具合は、治らないもの

もたくさんあります。それに、老いて自然治癒力が弱くなってくる

と、若いころなら治ったものが治らなくなります。獣医学の限界な

どという難しい話ではなく、そもそも獣医は病気やけがを治してい

るのではなく、動物の体が自然に治る力（自然治癒力）を内から外

から助けるだけなのです。それでも、かゆみや痛みを和らげてあげ

たり、お腹の調子を整える漢方薬を飲ませてみたり、不具合そのも

のは治せなくても、気になる症状を消すことで少しでも快適に過ご

してもらえるよう、一緒に老いとお付き合いしているところです。 


